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■ 活動内容
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• 構造データの標準化については標準化TFなどに移行

• 特記仕様書や標準図の内容の受け渡し情報や
受け渡し方法について整理

構造躯体に関してデータ化すべき内容の統一化

■ 日本建築構造技術者協会（JSCA）ＢＩＭへの取り組み

次年度以降も継続
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特記仕様書のデータ化
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■ 特記仕様書のデータ化

構造部分の特記仕様書について、データ授受を目的としたデータ整理

• 対象とした標準仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
公共工事標準仕様書

• 図面の特記仕様書に代わり
データ形式での受け渡しを想定する。

（標準仕様書ではなく特記仕様書）
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■ 特記仕様書のデータ化

構造部分の特記仕様書について、データ授受を目的としたデータ整理

• 特記が必要な内容の抽出

→ 特記内容の記述方法

• 特記が無くてもよい場合

→ 区分して内容を抽出

• 独自の追加内容項目

→ 頻度の高いデータをピックアップ

標準仕様書の記載例
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■ 特記仕様書のデータ化

構造部分の特記仕様書について、データ授受を目的としたデータ整理

データベース化した部分

• ４章 地業
• ５章 鉄筋
• ６章 コンクリート
• ７章 鉄骨

７章の鉄骨に関連して１８章塗装工事のうち耐火被覆については
記載方法の議論を行った。今後、建築の方で同様の議論が進めば
受け渡し方法やデータ記載方法などの議論を進めたい。



6

■ 特記仕様書のデータ化

構造部分の特記仕様書について、データ授受を目的としたデータ整理

データベースの構成
特記が必要な項目

特記が無くても記載がある項目

独自に追加した項目
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■ 特記仕様書のデータ化

構造部分の特記仕様書について、データ授受を目的としたデータ整理

暫定コードについて

「デジタル社会に向けた公共建築工事標準仕様書のあり方に関する
検討会」での議論を踏まえて下記とした。

NA-2025-00-00-00-00-00-00-00-00-00-00-T/F000000

独自枝番
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標準図のデータ化
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■ 標準図のデータ化（今後継続する作業）

各種構造基準図・標準図のデータベース化

標準図・基準図のデータベース化のねらい

• 現在は各社から図面として発行されている

• 設計図の部材リストとは別に実際の加工に必要な情報が含まれている

• 鉄骨では製作CADに必要なデータとして認識されていて、各社の基準図
から必要なデータをみて手入力することで製作を進めている

→ データで受け渡した方が間違いがない
データで処理することで不必要な質疑がなくなる
設計意図が確実に反映された建物が構築できる
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■ 標準図のデータ化（今後の作業）

各種構造基準図・標準図のデータベース化

対象として考えている基準図・標準図
• 鉄筋コンクリート構造基準図

→ データベース元として日建連・JSCA共同WGによる
「鉄筋コンクリート造配筋標準図」 2023年4月

日本建設業連合会（日建連）のWebサイトからダウンロード可能
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■ 標準図のデータ化（今後の作業）

鉄筋コンクリート造 配筋 標準図

• 鉄筋コンクリート造 配筋 標準図

データの記載方法については終了
最終版を作成中
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■ 標準図のデータ化（今後の作業）

各種構造基準図・標準図のデータベース化

対象として考えている基準図・標準図
• 鉄骨基準図
→ ST-Bridge ver.2.1.0 に含まれている項目の見直し
→ 仕口部分の材料板厚決定要素のデータ化を最初に行う

使用実績の多い鉄骨製作CADへのデータ受け渡しを考慮
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